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研究成果の概要（和文）：本研究は、水環境の変化が著しい琵琶湖と太湖周辺地域を対象として取り上げ、環境利用の
普遍性と独自性を明らかにした。特に、人々の生活・生業世界から蓄積してきた「複合文化」の論理と実践性に焦点を
あてることによって、水をめぐる環境づくりと地域活性化の論理に新たな視点を提示し、湖の保全対策についての比較
的実証研究と成果展示の貢献可能性を提供した。

研究成果の概要（英文）：This study revealed commonalities and unique features of the regions around Lake 
Biwa and Lake Tai-Hu with respect to people’s use of the aquatic environment there. The fundamental 
principles underlying people’s “culture”, developed within the ambit of their daily life and their 
subsistence-related occupations, as well as their actual practices with respect to the aquatic 
environment, were the foci of the analysis. The conditions favoring maintenance of the aquatic 
environment are presented from a new point of view. An account is also offered of the realization of an 
exhibition based on the results of this relatively empirical study of lake conservation measures.
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１．研究開始当初の背景 
主に以下の 3点に集約される。 
（1）「湖」をめぐる環境保全のための社会科
学的な新たな視点の提示が広く求められて
いた。特に、その「湖沼環境」対策の比較的
実証研究と成果展示企画の可能性について
の論理的追究や民俗文化財などの比較展示
の方法論的検討が必要とされていた。 
（2）琵琶湖と中国・太湖は、漁業と水田稲
作が共に盛んな湖沼環境である。本研究の代
表者は「生活・生業」に焦点にあて、2000 年
から太湖、2007 年から琵琶湖を主な調査フィ
ールドとし、「現場の実践的取組」に注目し
ながら、新たな考察や視点の提示をしてきて
いた。琵琶湖においては、「琵琶湖総合開発
計画」が実施されて以降、自然や民俗文化、
生活や生業の様式などが急激に変化し、また
多くの大切なものが失われつつあった。一方、
太湖を含めて東アジアの多くの湖も都市化
や近代化の中で同様な状況に直面しつつあ
った。その中で、湖沼間の情報共有や研究交
流を深め、湖をめぐる環境保全の論理をいか
に構築できるのかが実践的で重要な課題で
あると考えた。 
（3）「湖」をめぐる伝統的・歴史的民俗文化
財を中心とし、失われつつある資料の記録や
保存は急務であり、これらの資料を如何に有
効活用ができるのかを検討する必要があっ
た。一方では、琵琶湖博物館における企画展
示を通して、湖と人との多彩なかかわり、そ
して湖をめぐる人々の多様な関心を取り戻
すことが必要であり可能であると考えてい
た。 
 
２．研究の目的 
東アジアの湖沼域における近代化や都市
化に伴う環境の急激な変化は、人々の生活・
生業に影響を及ぼし、人と自然との豊かな関
わりや暮らしの知恵、文化財など貴重なもの
も失ってきた。現在、私たちは、大切な文化
財を有効に保存・活用し、湖をめぐる「環境」
への関心をいかにして取り戻すことができ
るだろうか。また稲作文化など多くの共通項
をもつ東アジアの「湖」と人との関わりにつ
いて、民俗・社会学調査研究における「生活
論理」の中で、どのような実践が可能であろ
うか。本研究は、水利用の実態を民俗学・社
会学的調査によって、生活・生業世界から水
環境の保全につなげようとするものである。
特に、実践的研究の推進においては、「生活
の論理」を視野に入れて、水環境をめぐる保
全対策の新たな視点の提示を試みることに
主眼があった。 
具体的には、主に湧水の利用変遷、井戸や
カワトなどの形態と機能、水利用民具の比較
や伝統的木造船の分布、資源利用や保存を通
じて、稲作や漁業も盛んである日本・琵琶湖
と中国・太湖集水域の普遍性と独自性を明ら
かにすることであった。また社会学の比較的
実証研究を通して、蓄積のあった「生活の論

理」を東アジアへの応用可能な実践モデルを
構築するとともに、博物館企画展示や図録の
刊行、国際シンポジウム・講演会の開催など
により研究成果の一般公開をより広く図っ
ていくことであった。 
 
３．研究の方法 
（1）琵琶湖と太湖の集水域における生活・
生業のための水をめぐる環境利用の実態を
民俗学的・社会学的方法によるフィールド調
査における聞き取りに基づいて研究を進め
た。 
（2）水環境における固有性と普遍性を明ら
かにするため、稲作農業や漁業を営む地域を
中心に、特に湧水の利用変遷、井戸やカワト
の形態と機能、水利用民具の比較、伝統的木
造船や伝統的定置網漁の分布、自然資源の利
用と保存などについて現地調査とその成果
を積み重ねて記録化を図るなどして研究を
進めた。 
（3）本研究では、①地域の水利用実態の記
録化、水路地図の作成、民具利用などの基本
調査を積み重ねた。②住民の水利用の変化と
現状、水環境の保全組織と人々の工夫と実践
について、詳細な聞き取り調査により明らか
にした。③特に環境保全の社会的仕組みに焦
点を絞り、その解明に努めた。④地域保全対
策に応用可能な枠組みや論理を社会学的分
析した。 
 
４．研究成果 
以下の６点をあげることとする。 
(1) 琵琶湖水系における調査 
琵琶湖水系における湧水・カワトをはじめ
とする水環境の実態調査については、米原市
泉神社湧水をはじめ長浜市海老江、川合、馬
上、神照寺、彦根市十王村、近江八幡市浅小
井、高島市針江などにおいて詳細な調査を行
い、水環境と地域社会の関係から住民主体に
よる水環境の利用と管理の実態を記録した。 
(2) 太湖水系における調査 
太湖周辺における水環境調査は、太湖東西
部の湖岸域集落や水不足の東北地方の村落
を中心に行い、主に農民や水上居住の家船漁
民からの聞き取り調査を実施した。あわせて、
無錫市から蘇州市にかけての家船分布調査
を行い、航空写真による図化作業と分布の経
年変化を記録した。 
(3)民具調査と比較民俗資料の蓄積 
琵琶湖の風物詩ともいわれる定置網のエ
リの分布や水関連の民具の使用状況が調査
により明らかになりつつあり、これとの比較
資料として、太湖周辺での航空写真と現地調
査によってエリの分布や形態、民具の種類な
どを図化・記録化し、琵琶湖との比較検討資
料の蓄積を行った。 
(4) 実例研究と追究視角 
実例研究では、調査となる各地の水環境の
利用実態について村単位で詳細に行い、民
俗・社会学的研究手法を用いて課題を整理し、



村の社会的仕組みと生活・生業戦略の論理を
追究した。保全対策と地域活性化の今後へ向
けて、社会学の新たな役割と「生活の論理」
の有効性と実践性を分析した。研究期間中の
調査研究の結果については、学会発表や学術
論文などによって学術的公開を行った。 
(5) 研究交流と研究調査の一般公開 
市民や研究者など多くの人々との交流を
深め、「湖」への関心を取り戻すため、各調
査地において、地元住民や研究協力者、関連
分野の研究者らと共同調査と意見交換会を
行ったとともに、主に展示企画や講演会、新
聞コラム連載などにより研究成果の一般公
開を図った。 
 主な展示企画と講演会においては、2012 年
に『民具を科学する』、『東アジアの水と漁業』、
2013 年に『村の至宝－湧水と井戸－』、中国
湖南省における展示会『魚米之郷』を展示企
画し、2014 年に日中共同博物館・大学連携講
演会『魚米之郷を語る』も琵琶湖博物館で開
催した。そして、琵琶湖博物館の年間におけ
る最大の事業である平成 2014 年度企画展示
『魚米之郷―太湖・洞庭湖と琵琶湖の水辺の
暮らし－』を企画・開催し、そこでの展示図
録解説書『魚米之郷』の刊行を行った。また、
関連行事である講演会やイベントの実施と
終了後における中国での共同講演会も実施
し、日中の研究者・学生の研究交流を行った。
さらに、一般向けには、中日新聞コラム『湖
岸より』をシリーズ化して連載するなど、広
く成果公表に努めた。 
（6）今後の展望 
本研究において蓄積した民具や民俗資料、
調査記録、図面・写真などの資料をさらに分
析しながら、新しい日中の湖沼環境をめぐる
研究交流の一助になるよう利用していきた
い。今後、企画展示と研究交流会に市民の参
加をさらに広く得ながら開催し、一方でこれ
までの研究成果は、平成 27 年 12 月には、『琵
琶湖博物館研究報告書』第 28 号として刊行
する予定である。 
 水環境の急激な変化によって生活様式が
変わりつつある中で、多様な植物や動物をめ
ぐる伝統的生活文化に関して、いくつかの課
題として残されている。今後、東アジアの各
地の湖と暮らす人々の生活文化を視野に入
れ、関連分野との連携を深め、本研究の成果
をふまえ、さらに研究を発展させていきたい。 
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る』滋賀県立琵琶湖博物館編、2011 年、
219． 
 
〔その他〕 
 本研究関連の主な展示企画は、琵琶湖博物
館において下記の通りに実施した。 
① 琵琶湖博物館第 22 回企画展示『魚米之郷
－太湖・洞庭湖と琵琶湖の水辺の暮らし』
（開催期間：2014 年 7月 19 日～11 月 24
日） 
② 琵琶湖博物館「集う・使う・創る 新空
間」展示『村の至宝―湧水と井戸』（開催
期間：2013 年 2月 20 日～3月 17 日） 
③ 琵琶湖博物館第 20 回企画展示『ニゴロ―
の大冒険～フナから見た田んぼの生き物
のにぎわい～』の一部展示、「東アジアの
水と漁撈」（開催期間：2012 年 7月 14 日
～11 月 25 日)  
④ 琵琶湖博物館ギャラリー展示『民具を科
学する』（開催期間：2012 年 1月 7日～3
月 11 日） 
⑤ 琵琶湖博物館民俗資料データベース 
http://www.lbm.go.jp/emuseum/database
/minzoku/index.html 
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